
No 事業名 事業概要 事業始期 事業終期 事業費 充当額 担当課 評価

1 感染症対策事業
・消毒清掃に係る作業員の雇⽤。
・全村⺠に対するマスクの配布。
・感染症対策消耗品及び感染症対策備品の購⼊。

R2.4.22 R3.3.31 34,261,997 29,212,000 総務課

・教員や職員の消毒等の作業の負担軽減を図りなが
ら、施設における感染症拡⼤防⽌に寄与した。
・全国的に品薄となったマスクの確保を⾏い全村⺠に
配布することで、感染症予防に寄与した。
・アルコール消毒液やパーテーション等感染症対策⽤
品を購⼊し、役場庁舎などの公の施設に設置すること
で感染症対策を図ることができた。

2 ⾃主的な隔離措置応援事業 ・感染者と隔離をするための施設を借り上げ。 R2.4.22 R3.2.26 350,000 300,000 総務課
・施設を借り上げ、感染者や濃厚接触者が出た場合に
家族から隔離することにより、感染拡⼤防⽌に効果が
あった。

3 避難所⽣活確保事業 ・避難所での感染症対策のための資材購⼊。 R2.7.1 R3.3.5 18,177,104 9,100,000 総務課
・各避難所に感染症対策物資を配備することにより、
村⺠の安⼼につなげることができた。

4 感染症拡⼤防⽌協⼒⾦事業

・県の要請や協⼒依頼に応じて、施設の使⽤停⽌や
営業時間の短縮に全⾯的に協⼒する事業者に対して
⽀給する岐⾩県感染症拡⼤防⽌協⼒⾦の市町村負担
⾦（負担⾦）と村の単独事業として感染症拡⼤防⽌
協⼒に応じた事業者に対して協⼒⾦を交付。

R2.5.20 R3.3.26 2,966,660 1,900,000 地域振興課
・県や村からの休業要請等に対する協⼒を⽀援するこ
とにより、新型コロナウイルス感染症の拡⼤防⽌と、
村内事業者の事業継続⽀援に寄与した。

5 おべんとう券事業
・全村⺠に対して350円×5枚のおべんとう券を発
⾏。

R2.4.27 R2.6.19 4,296,362 3,000,000 地域振興課
・村内の商品券取扱店で4,127千円分のお弁当券が利
⽤され、コロナ禍における村⺠⽣活の⽀援と村内経済
の活性化に寄与した。

6 お⾷事券事業 ・全村⺠に対して500円×5枚のお⾷事券を発⾏。 R2.6.22 R3.2.5 5,042,449 3,700,000 地域振興課
・村内の商品券取扱店で4,712千円分のお⾷事券が利
⽤され、コロナ禍における村⺠⽣活の⽀援と村内経済
の活性化に寄与した。

7 プレミアム付商品券発⾏事業 ・プレミアム付商品券販売のプレミアム分の補助。 R2.7.1 R3.3.4 4,495,500 3,600,000 地域振興課
・村内の商品券取扱店で3,296千円分の商品券が利⽤
され、コロナ禍における村⺠⽣活の⽀援と村内経済の
活性化に寄与した。

8 ⽩川茶新茶販売促進事業

・全世帯に対して1枚（1,080円の新茶を2個）の新
茶引換券を発⾏。829世帯の全世帯と195名の村⼈
会の会員に対して⼀世帯5枚（500円券×5枚）新茶
割引券を発⾏。

R2.7.2 R2.8.21 3,049,070 2,000,000 産業振興課
・村内の新茶券取扱店で2,961千円分の新茶券及び割
引券が利⽤され、コロナ禍において影響を受ける本村
の基幹である茶業の経済の活性化に寄与した。

9 ⼦育て世帯への給付⾦⽀給事業

・平成14年4⽉2⽇から令和2年4⽉30⽇⽣まれの児
童、⽣徒を養育する保護者に対して⼦育て世帯への
給付⾦（養育する児童⽣徒1⼈10,000円）を⽀給。

R2.7.17 R2.9.25 2,483,000 2,400,000 村⺠課
・コロナ禍で経済的な影響を受けている⼦育て世帯に
対して、直接的な⽀援と負担軽減を図ることができ
た。
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10 ⾼齢者世帯、ひとり親世帯への商品券事業
・323世帯の⾼齢者世帯と13世帯のひとり親世帯に
対して、1⼈10,000円の商品券を発⾏。

R2.6.22 R3.3.19 3,276,776 3,200,000 地域振興課
・村内の商品券取扱店で3,243千円分の商品券が利⽤
され、コロナ禍における村⺠⽣活の⽀援と村内経済の
活性化に寄与した。

11 ⼿作りマスク製作事業
・154世帯の⾼齢者世帯、授産施設、保育園等の利
⽤者、園児、従事者に対して⼿作りマスクを配布。

R2.10.13 R2.10.23 115,477 100,000 総務課
・全国的に品薄となったマスクを団体が製作し、⾼齢
者や保育園児等に配布することにより、感染症予防に
寄与した。

12 ふるさと便事業
・村⼈会（3,016円×176世帯）と学⽣（3,082円×
100名）に対して、村の特産品「ふるさと便」を送
付。

R2.6.22 R2.7.17 847,008 800,000 総務課
・本村に縁のある村外者に村の特産品を送ることによ
り郷⼟愛へと結びつき、地⽅創⽣についても効果的で
あり、地域経済の活性化にも寄与した。

13 村内産お⽶PR事業
・東⽩川村産⽶を、村⼈会とお⽶を購⼊した顧客に
新⽶を送付し、新⽶をPRすることで、特産のお⽶
の販売に繋げる。

R2.10.13 R2.11.13 605,600 600,000 総務課
・本村に縁のある村外者に村お⽶を送ることにより郷
⼟愛へと結びつき、地⽅創⽣についても効果的であ
り、地域経済の活性化にも寄与した。

14 避難所等環境改善事業

・避難所など消防・防災拠点施設において、避難
者、従事者の３密を避けるための物品、備品の購⼊
と充電設備を整備。家庭や避難所の敷地等で活⽤す
る発電機の購⼊に対しての補助。

R2.9.15 R3.3.26 23,335,754 22,900,000 総務課

・各避難所に感染症対策物資を配備することにより、
村⺠の安⼼につなげることができた。
 家庭レベルで発電機を備えることにより、避難所で
の３密対策の備えとなった。

15 庁舎等公有財産感染症対策事業

・庁舎等の公共施設において３密を避ける物品や備
品の購⼊、修繕、清掃業務委託と対策⼯事を⾏い、
公共空間での感染機会の削減、地域住⺠の衛⽣環境
を守る。

R2.10.16 R3.3.31 13,110,471 13,000,000 総務課
・確定申告会場や、事務所のパーテーションや、⽔道
蛇⼝の交換等により、公共施設等での感染リスクの低
減を図ることができた。

16 防災ＩＴ化事業

・スマートフォンのアプリを導⼊し、役場職員、消
防団、⾃主防災会⻑、住⺠による災害情報の収集。
災害発⽣現場の確認や災害に関する情報の共有化を
図る。

R3.3.1 R3.3.31 2,200,000 2,200,000 総務課

・災害情報の収集、確認、共有等がスマートフォンで
⾏えるようになったことにより、災害時や訓練時の⼈
の接触機会の減少を図り、事務効率の向上も図ること
ができた。

17 地域産業家賃⽀援事業
・新型コロナウイルス感染症蔓延により、売上が落
ちた村内事業者に対し、事業の為に占有する⼟地、
建物の賃料を⽀援する。

R2.12.4 R3.3.19 14,391,762 8,300,000 産業振興課
・コロナ禍の影響により売上が減少した事業者の固定
経費の負担軽減に寄与し、事業継続を図った。

18 農業ＩＴ化事業
・農地地図管理のデジタル化と茶⼯場受⼊管理シス
テム導⼊により、低迷する農産物の⽣産、流通の改
善を図る。

R2.11.11 R3.3.31 5,773,820 5,700,000 産業振興課

・紙ベースで管理していた農地地図をデジタル化、及
び茶⼯場の受⼊システムを導⼊することにより、説明
や受⼊の迅速化や待機時間の短縮につながり、接触機
会の低減や密状態の回避を図ることができた。

19 地元旅キャンペーン事業

・村が進めるフォレスタイル事業、つちのこマル
シェの利⽤者に対して村内宿泊券を進呈し、各事業
の利⽤促進と村内宿泊客、観光客の誘客を図る。
・緊急事態宣⾔等による移動制限により村内宿泊が
不可能となった場合、特産品、地域商品券、ポイン
トなどにより誘客や村内消費に繋げる。

R2.10.30 R3.3.26 326,957 300,000 地域振興課

・村のECサイトでの購⼊者等、村外者で村と繋がり
を持った⽅を対象に、宿泊助成や特産品を配布するこ
とで、コロナ禍で縮⼩している個⼈旅⾏の需要喚起
と、村内宿泊事業者の⽀援に繋がった。

20 ポイントシステム構築事業

・感染機会の減少と消費拡⼤を⽬的として、EC
モール「つちのこマルシェ」に新たにポイント付与
と定期購⼊ができるようにシステムを改修。

R2.9.15 R3.3.31 4,103,000 4,100,000 地域振興課
・地域経済の維持、向上を⽬的としたポイントシステ
ムを改修することにより、接触機会の減少を図り、事
務効率の向上も図ることができた。



21 事業所感染症対策補助⾦交付事業

・商⼯会に加⼊している事業者が、感染症防⽌対策
を⽬的とした物品、備品の購⼊や⼯事等を⾏った場
合に補助⾦で⽀援。

R2.11.18 R3.3.26 1,043,561 1,000,000 地域振興課

・村内の事業者が各々に⾏う事業所の感染症対策を⽀
援することにより、コロナ禍の影響による経営を⽀援
し、利⽤客等への安⼼に結びつき、村全体の感染症対
策の⽔準を上げることを図った。

22 フォレスタイル契約成⽴キャンペーン事業

・コロナ対策「住宅契約成⽴キャンペーン」として
契約額1000万円以上の建築受注に対し構造材総額
の70％（100万円上限）を補助。

R2.12.21 R3.3.26 18,593,769 18,500,000 地域振興課

・コロナ禍の影響により住宅の建築受注が減少し、村
の基幹産業である⽊材・建築関連事業者が影響を受け
たのに対し、村の「フォレスタイル事業」により契約
成⽴キャンペーンを⾏うことで、住宅建築受注を促
し、地域経済の活性化に寄与した。

23 従業員教育⽀援補助⾦事業

・商⼯会に加⼊している事業者及び森林組合が⾏
う、国家資格と同等の資格⼜は就労の能⼒向上に資
する資格取得の経費に対して、従業員⽀援補助⾦を
⽀給。

R2.12.16 R3.3.26 1,124,000 1,100,000 地域振興課

・コロナ禍による経済悪化の影響を受ける村内の事業
者に対し、従業員の経験や能⼒向上のための資格取得
を⽀援することにより、村内事業者を⽀援し、地域経
済の活性化に寄与した。

24 つちのこ商品券配布事業

・コロナ禍における住⺠の⽣活⽀援と地域経済対策
を⽬的に、全村⺠に対して1⼈額⾯7,000円の商品
券を発⾏。

R2.11.17 R3.3.31 15,758,514 15,700,000 地域振興課
・村内の商品券取扱店で15,759千円分の商品券が利
⽤され、コロナ禍における村⺠⽣活の⽀援と村内経済
の活性化に寄与した。

25 第３セクターふるさと企画改⾰事業

・コロナ禍で影響を受けた第３セクターの事業継続
のための⽀援として、指定管理施設の改装、改修及
び経営⽀援を実施。

R2.9.8 R3.3.31 14,168,870 7,600,000 地域振興課

・コロナ禍で影響を受けた指定管理者の、経営の安定
化に寄与するとともに、感染拡⼤防⽌対策を実施した
ことで、安⼼して利⽤することのできる施設運営を維
持することができた。

26 学校保健会事業
・保育園、⼩中学校において、感染症対策として⼿
洗蛇⼝の交換やスクールバスの抗ウイルスコーティ
ングを実施。

R2.9.16 R2.12.4 598,180 500,000 教育委員会

・⼿洗い時における蛇⼝ハンドルと⼿指の接触機会を
無くすことで、園児、児童、⽣徒の感染リスクの低減
を図ることができた。
・スクールバス内の感染対策の実施によりバス内での
感染リスクを低減を図ることができた。

27 ⼩中学校教育振興事業
・学校で感染疑いがある児童⽣徒の待機室⽤の環境
を整備し、⼩中学校においての感染機会の削減を図
る。

R2.9.30 R2.10.9 243,200 200,000 教育委員会
・感染疑いがある児童⽣徒の待機室⽤の環境を整備し
たことにより、児童⽣徒の体調管理と感染機会の削減
を図ることができた。

28 ⾃然保護事業
・⾃然景観と美しい村の保全及び創造を図るため、
⾃主的かつ主体的に⾏う⾃然景観を活かした地域づ
くり活動に対して補助。

R2.4.17 R3.3.26 1,308,428 500,000 建設環境課
・感染症拡⼤防⽌対策に配慮をしながら⾏う環境整備
活動を⽀援することにより、地域の⾃然景観を守り、
環境の維持が図られた。

29 ⽇照⽊等除去事業
・⾃然景観と美しい村の保全及び創造を図るため、
道路脇の⽊の伐採や草刈作業を委託して整備。

R2.10.12 R3.3.31 7,969,500 7,900,000 建設環境課

・地域住⺠が⾃主的に⾏う道路沿いの環境整備への⽀
援として、地域住⺠では危険が伴う⼤きな⽊や、急勾
配の斜⾯の⽊の伐採を⾏うことにより、地域の⾃然景
観や道路環境の維持や改善が図られた。


